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会場：白鶴酒造株式会社  本社研究棟５階　会議室

〒658-0041　神戸市東灘区住吉南町4丁目5-5
阪神住吉駅下車、徒歩約5分／ JR住吉駅下車、徒歩約15分／阪急御影駅下車、車で約10分
公共交通機関を利用してお越しください。駐車場はございません。
白鶴美術館とは場所が異なります。
白鶴酒造資料館http://hakutsuru.co.jp/community/shiryo/隣の建物内です。
資料館の開館時間は、9:30 ～ 16:30（入館は16：00まで）となっております。お時間に余裕をもってご来場ください。

reitohkaku@gmail.com　（神戸大学 古市研究室気付）　　住吉歴史資料館 内田  090-9710-5989

国立歴史民俗博物館　研究協力課・企画渉外係
〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117番地　　TEL：043-486-4206

問合せ先
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会場：白鶴酒造株式会社  本社研究棟５階 会議室

〒658-0041　神戸市東灘区住吉南町4丁目5-5

阪神住吉駅下車、徒歩約5分
JR住吉駅下車、徒歩約15分
阪急御影駅下車、車で約10分
公共交通機関を利用してお越しください。駐車場はございません。

白鶴美術館とは場所が異なります。
白鶴酒造資料館http://hakutsuru.co.jp/community/shiryo/隣の建物内です。
資料館の開館時間は、9:30 ～ 16:30（入館は16：00まで）となっております。
お時間に余裕をもってご来場ください。

13:00 ～ 13:15 三上喜孝　国立歴史民俗博物館　　　　　　『聆濤閣集古帖』が拓く世界
13:15 ～ 13:30 内田雅夫　住吉歴史資料館　　　　　　　　吉田家と住吉－吉田家酒造蔵・宅地と白鶴酒造－
13:30 ～ 14:15 一戸　渉　慶應義塾大学斯道文庫　　　　　吉田家三代と学芸活動－道可を中心に－
（休憩）

14:30 ～ 15:15 徳田誠志　宮内庁書陵部　　　　　　　　　吉田家旧蔵の考古遺物
15:15 ～ 16:00 藤原重雄　東京大学史料編纂所　　　　　　吉田家収集の古代中世文書
16:00 ～ 16:30 加藤明恵　神戸大学大学院人文学研究科　　吉田道可「道具帳」の紹介
 古市　晃　神戸大学大学院人文学研究科　　新発見の吉田家関連資料群
16:30 ～ 16:45 コメント

開催趣旨

参加ご希望の方は、
下記のメールアドレスに①お名前、②ご自身のメールアドレスを明記してご連絡ください。
※１つのメールアドレスにつきお２人までのお申し込みとなります。その場合はすべての希望者の
　お名前をご記入ください。
※11月8日(金)より、先着90名様まで受け付けます。

申込先　reitohkaku@gmail.com（神戸大学 古市研究室気付）
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摂津国莵原郡住吉（現在の神戸市東灘区の住吉地区）の豪商・吉田家は、幕末から明治にかけて三代にわたり、

多数の古器物や古文書を蒐集し、それらを含めて模写・拓本によるアルバム『聆濤閣集古帖』全64帖を作り上げ

ました。国立歴史民俗博物館では、2017年度から3年間にわたり『聆濤閣集古帖』に関する共同研究を進めてき

ましたが、吉田家コレクションの全貌が浮かび上がりつつあり、『聆濤閣集古帖』の性格も明らかになってきまし

た。このたびその研究成果を、かつて吉田家が屋敷を構えていたその地で、ご報告いたします。

プログラム

申込方法

reitohkaku@gmail.com（神戸大学 古市研究室気付）住吉歴史資料館 内田  090-9710-5989

国立歴史民俗博物館　研究協力課・企画渉外係
〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117番地　　TEL：043-486-4206

問合わせ先

『集古帖』石帯　兎原郡打出村出土『集古帖』石帯　兎原郡打出村出土 「光厳上皇院宣」　国立歴史民俗博物館蔵「光厳上皇院宣」　国立歴史民俗博物館蔵
『集古帖』鏡

聆濤閣蔵　兎原郡打出村出土
『集古帖』鏡

聆濤閣蔵　兎原郡打出村出土

「聆濤閣鑑蔵記」印「聆濤閣鑑蔵記」印 『集古帖』法隆寺伎楽面『集古帖』法隆寺伎楽面 吉田道可の墓碑吉田道可の墓碑 『集古帖』土馬『集古帖』土馬


